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編 集 後 記 

 正直に言って，QOL という言葉に接する時，いつも戸惑いを感じていた．それを高めることが個人や集団の幸

せにつながるという概念の存在理由の正しさとそれを具体的に表現する時の事象の曖昧さとのギャップがその原

因である．QOL ほど人によって意味する内容が異なる言葉もないのではないかと思っていた．また，尺度開発の

部分も，ともすれば木を見て森を見ない，あるいは何を切るのかを忘れてひたすら包丁を研ぐような趣もあり，

敬遠していた部分があった． 
 本号の特集「保健医療分野における QOL 研究の現状」の各論文により，おそらく多くの人が抱いているであろ

う上記の思いがかなり解消されるのではないかと思われる．それは，各著者の QOL に関する確かな問題意識と実

証的な態度による．保健医療にたずさわる人々が，その測定手法も含めて，一定の共通認識のもとに QOL を論じ

ることができる日も近いのではないかと感じる． 
（曽根智史） 


